
10月前半は台風のオンパレードとなり、影響で週末の釣行の予定変更を余儀
なくされた方も多数いらっしゃいました。18 号・19 号ともに強大な勢力のまま
日本に上陸し、各地に多大な被害をもたらしました。ご存知のように台風の進行
方向の右半円は危険半円と呼ばれ、いずれも圏内となった三浦半島は大荒れと
なりました。
台風最接近時に満潮が重なると恐ろしいほどの高波に襲われるため、船舶施

設では一部の保管艇を移動避難させて対策を行いました。また万が一高波を被
ると艇が船台から離れ落台してしまうため、両者を固定した上で施設金具に留め
ました。18 号の来襲時はクレーン周辺は荒海と化し、目を覆いたくなるほどの高
波が押寄せてとても漁港に近づけない状態でした。また暴風によってデッキの収
納蓋などが外れることがあったため、テーピング等で防止致しました。
今回は大きな被害は無かったもの

の、施設を含め老朽化が目立ってきた
ので、今後は更なる工夫が必要です。
しばらく台風の来襲は無さそうです
が、冬の爆弾低気圧もあなどれませ
ん。今一度、ご自分の艇、船台、固定
ロープを点検され、対策を行って頂き
ますようお願い申し上げます。
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平成26年11月30日 横須賀市船舶保管施設等

海遊び マナー守れば より楽し!!

第5管区海上保安部（神戸市）によると2013年度に受理した
118番通報のうち、正しい通報は全体のわずか0.4%だったそ
うです。119番と間違えるケースもありますが、無言電話やい
たずらが目立ったため、正しい利用を呼び掛けています。110
番や119番に比べ認知度が低いですが、ボートマンとしては
心得ておきたいものです。

万二郎岳・万三郎岳【ばんじろう 1299ｍ・
ばんざぶろう 1406m】有名な天城峠から
伊豆高原にかけて広がる天城連山のツー
トップ。温暖な伊豆にもかかわらず冬は
雪山となることも。春から夏にかけアセ
ビやシャクナゲが咲き誇りハイキングに
人気です。日本百名山。

秋谷港から見える山々

今月のギャラリー今月のギャラリー今月のギャラリー

指定管理者からのお知らせ指定管理者からのお知らせ指定管理者からのお知らせ 転覆等 件０
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主エンジ
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今年も台風が来ました

年末年始の施設営業のお知らせ

安全航行しましょう!!

８８艇今月の出艇数
H26年10月16日～H26年11月15日

H26年10月16日～H26年11月15日
１４艇今月の夜間係留数

２艇保管場所空き状況
平成26年11月25日現在

●始業点検（ガソリン・主機・補機・船体・アンカー）

●常備品（人数分ライフジャケット・信号紅炎

・携帯電話・救命浮環・オール・ラジオ）

●湾内徐行・漁網避難航行・天候注意・

水上バイク注意・釣糸注意

冬シーズンを前にしばらく出船
を控える方も少なくありません
が、そのまま艇を放置すると「さ
あ乗ろう」という時に問題が起き
ます。今のうちにメンテしましょ
う。問題とは塩害・サビ・カビで
す。塩害を防ぐにはカバーが効
果的ですが、その前にエンジン
と船体の整備。可動部やワイ
ヤー類にグリースなどを給脂し
ましょう。収納ハッチを開放し庫
内を乾燥させアンカーやロープ
を日干ししましょう。収納庫のサ
ビた鉄の燃料タンクやオイル缶
をは漏れる可能性が高いので交
換・廃棄。バッテリーは外して充
電すると安心。船台キャスターも
十分に給脂しましょう。

トピックス

お問い合わせは 0120-560982 （コールアキヤに）

晴れた日はよく見えます アンカーやロープを干しましょう

　早いもので今年もあと1ヶ月となりました。お忙しいことと存じますが、脂の乗った冬の旬魚を釣りに
来て下さい。さて年末年始の施設営業のご案内です。12月は28日（日）まで営業、新年1月は4日（日）
から営業致します。新鮮な海風を吸って三が日で鈍った体をリフレッシュさせ初釣りを楽しみましょう。
2015年スタートは初詣・箱根駅伝・秋谷釣りで過ごすのも悪くありません。スタッフ一同、笑顔と温かい
お茶でお迎え申し上げます。

メンテナンスしよう

台風対策のポイント台風対策のポイント

① 艇と船台をガッチリ固定しましょう。その上
　 で施設金具に固定して下さい。

② ロープは12ミリ以上のものを使用して下さい。
　トラロープは衝撃に弱くNGです。

③ デッキの小物は収納し、収納蓋はロックして
　 下さい。

④ 薄い素材の船体カバーは引きちぎれるかの可
　 能性が高く、ウィンドスクリーンが叩かれ割
　 れる場合もあります。外した方が良いでしょう。

⑤ 厚い船体カバーも隙間から強風が入り込むと
　 飛ばされます。しっかり留めましょう。

⑥ 船台の輪留めや船台下の備品が波にさらわれ
　 ることも。船内に入れましょう。

※ 固定や収納が不十分だと隣艇等に迷惑をかけ
　 ます。個々の責任で対策して下さい。

大室山

万二郎岳
万三郎岳


